
六
と
い
う
見
解
は
、
明
ら
か
に
有
部
に
お
い
て
考
え
出
さ
れ
た
説

と
み
て
よ
い
。
今
、
先
に
示
さ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
先
駆
的
な
資

料
と
し
て
、
雑
阿
凶
燃
焼
法
経
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

経
は
偶
文
の
中
に
「
各
別
十
六
処
。
四
周
開
四
門
。
云
々
」
と
い

う
記
事
を
示
す
。
つ
ま
り
、
雑
阿
含
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
経
の

み
四
周
開
四
門
の
偶
を
示
し
、
同
時
に
八
熱
地
獄
の
別
処
と
し
て

十
六
種
の
地
獄
が
あ
る
こ
と
を
記
す
の
で
あ
る
。
雑
阿
合
が
有
部

の
所
属
で
あ
る
こ
と
は
学
会
の
通
説
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
経
の
偶

文
で
説
か
れ
る
内
容
を
基
と
し
て
、
以
後
有
部
で
は
@
⑥
①
な
ど

の
資
料
が
、
更
に
発
展
し
た
説
を
考
案
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
以
上
、
十
六
小
地
獄
を
巡
る
一
一
三
の
問
題
に
つ
き
若
干
の

考
察
を
加
え
た
が
、
紙
数
の
関
係
上
、
細
部
に
至
る
説
明
が
で
き

な
か
っ
た
。
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)
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(
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門
間
吉
田

g-ru員ム
E
H
E
m
T古
田
可
P
ω
t
N
N
N
R

玄
臥
口
白

glLr片岡
国
国

i
u
E
H
H旬
、
入
品

l∞∞民・

〈
E
E』
l
m
g
E
8
l
H
戸

g
z
.
5
0
ロ
2由
!
仏
国

S
臼

lH0・

大
正
一
、
二
二

c
ハ
大
正
一
、
二
八
一
二

c
、同一一一一一

O
C
)

大
正
一
、
九
O
七
c

大
正
一
、
五

O
三
a

う
ね
判
狼
地
獄
に
内
容
が
合
致
し
、
①
⑥
等
と
異
な
る
。
更
に
、
八
案
、

大
地
獄
に
つ
い
て
も
①
⑥
な
ど
と
は
か
な
り
様
相
を
呉
と
す
る
(
拙

稿
「
八
索
、
大
地
獄
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
京
都
文
教
短
大
、
研
究
紀
要

第
二

O
集
、
一
九
八
一
年
、
参
照
の
こ
と
〉
⑧
↓
四
種
と
い
っ
て
も
、

現
存
チ
ベ
ッ
ト
本
を
み
る
と
、
ー
、
糞
尿
、

2
、
糞
尿
泥
、

3
、
剣

葉
林
、

4
、
鉄
刺
林
、

5
、
ヴ
ェ

1
タ
ラ
ニ
河
?
と
し
て
、
五
種
を

一
示
す
。
こ
の
中
、
ー
と
2
を
同
じ
も
の
と
考
え
れ
ば
四
種
と
な
る
。

た
だ
し
、
①
な
ど
で
示
す
、
熔
摂
地
獄
が
欠
落
し
て
い
る
点
は
不
明
。

今
後
検
討
の
余
地
あ
り
。

(
お
)
大
正
二
、
コ
一
四
一

a
t
b

以
上

(

8

)

大
正
三
二
、
一
二
一

c
、
尚
こ
の
論
に
は
、
ピ
ル
マ
語
本

FOE-

唱
曲
目
田
町
民
江

(
H
W
U

ロ叩
H

M

Y

H

A

白

戸

or目
司
田
町
民
訂
正
炉
内
昨
日
四
回
日
仏
A

山
内
田
口

O
田

Se

c-omE口
巾
田
内
山
口

rSEr-曲目
m
g
n
w
p
町民

F
5
3〉
が
あ
る
。

そ
の
中
、
一

O
入
頁
、
一
一
一
一
貝
に
十
六
小
地
獄
の
記
事
あ
り
。
漢

訳
立
世
阿
毘
雲
論
で
い
う
4
、
烈
灰
汁
に
あ
た
る
語
と
し
て

Z
E・

g
-
t
E舎
を
当
て
て
い
る
が
(
)
付
で
あ
る
。

(

9

)

北
京
版
一

O
九・

b
8
L
l。
デ
リ
ゲ
版
九
一

-
b
2
L
1
0

(m〉
大
正
二
七
、
八
六
六
c

(
日
)
大
正
二
九
、
五
人
b

ハ
ロ
)
大
正
三

O
、
二
九
四
c

(
臼
)
大
正
二
九
・
五
一
六
b

(
孔
〉
大
正
一
二
二
、
二
二
人
c

(
国
)
大
正
コ
一

O
、
二
九
四
c

(
時
)
大
正
二
五
、
一
七
六
c

ハ
U
)

大
正
二
、
七
回
二
a
l
c

(
沼
)
大
正
一
七
、
一

b

(
印
)
大
正
一
五
、
六
四
五
l
。

(
初
)
大
正
二
二
、
七
七
七
l
。

(
幻
)
大
正
五
五
、
一
一
七
c

(
辺
〉
同
目
録
問
頁
a
(
南
条
文
雄
著
、
開
明
書
院
)

(
お
〉
「
支
那
仏
教
精
史
」
国
頁
(
境
野
黄
洋
著
、
国
書
刊
行
会
)
大

正
一
、
七
五
九
a
t
o

(
剖
)
例
え
ば
、
③
↓
剣
葉
林
地
獄
を
①
⑥
の
よ
う
に
コ
一
分
せ
ず
、
一

括
し
て
示
す
。
ま
た
、
糞
尿
地
獄
苦
相
第
二
は
、
長
阿
世
記
@
で
い
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仏
の
成
道
以
前
の
物
語
と

時
間
に
つ
い
て

村

上

己才

フじ

真

仏
教
の
歴
史
は
、
仏
、
釈
尊
を
起
点
と
し
、
仏
の
成
道
に
始
ま

る
。
仏
の
入
滅
か
ら
年
数
を
数
え
て
史
上
の
年
代
を
位
置
づ
け
る

こ
と
は
、
経
論
に
も
説
か
れ
る
が
、
そ
の
前
提
に
は
仏
の
成
道
が

あ
る
。
成
道
以
前
に
つ
い
て
は
、
誕
生
、
出
家
、
苦
行
、
降
魔
が

語
ら
れ
る
。

さ
て
、
仏
の
誕
生
以
前
の
時
間
|
歴
史
ー
を
仏
教
で
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。
正
確
な
年
代
記
を
残
さ
な
か
っ
た
イ
ン
ド

に
お
い
て
は
、
仏
教
の
経
律
論
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
神
話
的
物

語
を
残
す
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
物
語
も
、

時
間
も
、
釈
尊
と
の
か
か
わ
り
あ
い
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
。
こ
れ

に
は
二
つ
の
系
統
が
考
え
ら
れ
る
。

一
は
釈
尊
が
生
を
う
け
た
釈
迦
族
の
王
統
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

『
長
阿
合
経
』
巻
二
二
(
世
記
経
)
は
世
界
の
初
め
(
劫
初
)
か

ら
説
き
最
初
の
主
民
主
以
来
釈
尊
に
い
た
る
王
の
系
譜
を
説
く
。
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こ
の
王
統
史
は
『
四
分
律
』
巻
二
二
に
も
説
か
れ
る
が
、
比
較
的

簡
潔
で
あ
る
。
『
仏
本
行
集
経
』
巻
四
!
五
、
『
根
本
説
一
切
有
部

毘
奈
耶
破
僧
事
』
巻
一
1
1
4

二
、
『
衆
許
摩
摩
帝
経
』
巻
一

i
i

二
は

甚
だ
詳
し
い
。

一
方
、
仏
(
釈
尊
)
の
前
生
、
前
生
話
(
本
生
、
ジ
ャ
1
タ
カ
〉
が

語
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
数
多
く
の
本
生
話
に
は
、
必
ず
し
も
そ
の

時
間
(
時
代
)
に
つ
い
て
明
確
な
観
念
、
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

釈
尊
の
前
生
に
つ
い
て
、
明
確
な
時
間
的
観
念
を
示
す
の
は
、
そ

の
誓
願
(
初
発
心
)
と
、
過
去
の
仏
に
よ
る
授
記
(
受
記
)
の
思
想

で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
燃
燈
(
田
宮
召
E
H
P
錠
光
)
仏
の
も
と

に
お
け
る
誓
願
と
受
記
の
物
語
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
(
『
増
壱
阿

含
』
巻
十
一
、
巻
コ
一
入
、
『
四
分
律
』
巻
三
一
、
『
修
行
本
起
経
』
、
『
過
去

現
在
因
果
経
』
巻
一
、

N
W
N
え
に
H
p
b
d
b
a
N
E

等
)

0

南
伝
(
パ

1
リ
伝
)
で
は
、
燃
燈
仏
の
と
き
に
お
け
る
誓
願
と
受

記
と
が
最
初
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
北
伝
で
は
さ
ら
に
そ
れ
よ
り

も
以
前
に
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
も
と
に
お
け
る
広
域
陶
師
の
誓
願
と

受
記
を
最
初
と
す
る
(
『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
一
七
七
〉
Q

さ
ら
に
そ
の

以
前
に
大
光
明
王
で
あ
っ
た
と
き
に
、
仏
の
み
が
心
を
調
え
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
聞
い
て
、
成
仏
の
誓
願
を
発
し
た
と
も
い
う

(
『
大
智
度
論
』
巻
十
二
、
『
根
本
説
一
切
有
部
昆
奈
耶
薬
事
』
巻
十
五
〉
。

初
阿
僧
企
耶
に
は
釈
迦
牟
尼
よ
り
宝
警
に
い
た
る
七
万
五
千
仏
、

第
二
劫
阿
僧
企
耶
に
は
宝
警
よ
り
然
燈
に
い
た
る
七
万
六
千
仏
、

第
三
劫
阿
僧
企
耶
に
は
然
燈
よ
り
勝
観
に
い
た
る
七
万
七
千
仏
、

九
十
一
劫
中
に
勝
観
よ
り
迦
葉
波
に
い
た
る
六
仏
に
逢
っ
た
と

い
う
o

宝
髪
、
然
燈
、
勝
観
の
三
仏
は
重
複
し
て
い
る
。
『
倶
舎

論
』
巻
十
八
や
『
順
正
理
論
』
巻
四
四
で
は
こ
の
重
複
を
改
め
、

こ
の
三
仏
は
各
阿
僧
祇
劫
の
終
り
の
仏
で
あ
り
、
最
初
の
釈
迦
牟

尼
仏
の
も
と
に
釈
尊
は
初
発
心
を
し
た
と
い
う
。
過
去
の
仏
名
を

多
く
列
挙
す
る
も
の
に
、
『
マ
ハ

l
ヴ
ァ
ス
ト
ヮ
』
(
H
H
H

・
2
y
N
立

l
M
g
)
や
『
仏
本
行
集
経
』
巻
一

i
四
が
あ
る
が
、
右
の
説
と

は
殆
ど
一
致
し
な
い
。
『
根
本
説
一
切
有
部
昆
奈
耶
薬
事
』
巻
十

五
は
三
阿
僧
祇
劫
に
出
世
し
た
諸
仏
の
数
を
一
部
し
、
さ
ら
に
六
十

(

1

)

 

数
仏
の
名
を
偏
に
示
し
て
い
る
。
釈
尊
は
そ
れ
ら
の
諸
仏
に
供
養

し
、
諸
仏
よ
り
受
記
を
蒙
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
最
初
の
阿
僧

企
耶
に
は
釈
迦
如
来
よ
り
護
世
仏
に
い
た
る
七
万
五
千
仏
、
第
二

阿
僧
企
耶
に
は
燃
燈
仏
よ
り
宝
警
仏
(
偽
で
は
帝
釈
瞳
仏
)
に
い
た

る
七
万
六
千
仏
、
第
三
阿
僧
企
耶
に
は
宝
警
仏
(
偽
で
は
安
福
日

仏
)
よ
り
安
隠
仏
(
備
で
は
迦
葉
仏
)
に
い
た
る
七
万
七
千
仏
、

よ
び
迦
摂
波

(
1
迦
葉
)
仏
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
は
北
伝
の
説
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
南
伝
で
は
釈
尊
の

し
か
し
『
賢
愚
経
』
巻
一
二
で
は
単
独
に
大
光
明
王
(
釈
尊
前
生
)
の

発
心
物
語
を
述
べ
て
い
る
。

初
発
心
か
ら
成
道
ま
で
の
時
闘
を
、
北
伝
は
一
般
に
=
一
阿
僧
祇

劫
と
百
劫
、
略
し
て
三
祇
百
劫
と
数
え
る
。
阿
僧
祇
(
回
出
国
召
rra

阿
僧
企
耶
)
と
は
「
数
え
ら
れ
な
い
」
の
意
で
あ
る
が
、

可
巾
V
1
白・

『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
一
七
七
や
『
倶
舎
論
』
巻
十
二
等
に
よ
る
と
、

第
五
二
位
の
数
の
単
位
す
な
わ
ち
十
の
五
十
一
乗
で
あ
る
と
い
う
。

劫
と
は
大
劫
で
あ
っ
て
、
世
界
が
生
じ
て
存
続
し
、
破
壊
さ
れ
、

空
無
と
な
る
期
間
で
あ
る
と
い
う
。

三
祇
百
劫
成
道
が
通
途
で
あ
る
が
、
釈
尊
の
場
合
は
三
祇
九
十

一
劫
に
し
て
成
道
を
得
た
と
い
う
。
こ
れ
が
九
劫
超
越
と
い
わ
れ

る
。
釈
尊
は
そ
の
前
生
に
お
い
て
、
底
沙
(
、
同
日
司
自
〉
、
あ
る
い
は

補
砂
(
H
M
5

ヨ
)
仏
を
、
七
昼
夜
の
問
、
一
伺
を
も
っ
て
讃
嘆
し

つ
つ
、
一
足
を
も
っ
て
立
ち
つ
く
し
た
功
徳
に
よ
っ
て
、
成
仏
の

時
が
九
劫
早
く
な
り
、
弥
助
よ
り
も
先
に
成
仏
を
得
た
の
だ
と
い

う
(
『
大
見
婆
沙
論
』
巻
一
七
七
、
「
大
智
度
論
』
巻
四
、
『
倶
舎
論
』
巻
十
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八
三釈
尊
が
そ
の
前
生
に
逢
っ
た
仏
に
つ
い
て
、
北
伝
の
仏
教
は
二

十
二
万
八
千
六
仏
を
数
え
る
。
『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
一
七
八
に
よ

る
と
、

初
発
心
は
燃
燈
仏
の
と
き
で
あ
る
と
い
う
が
、
そ
の
時
期
を
四
阿

僧
祇
劫
十
万
劫
と
す
る

(
n
E
E雪
之
凡
人
営
主
ミ
ト
門
町
宅
-
N
|
ω
・

主
)
。
南
伝
は
そ
れ
よ
り
迦
葉
仏
に
い
た
る
二
十
四
仏
止
を
説
く
。

ブ
ッ
ダ
・
ゴ

I
サ
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
仏
の
願
(
吉
宗
E

E
E
)
の
続
く
期
間
は
、
短
く
て
四
阿
僧
祇
劫
と
十
万
劫
、
中
位

で
は
八
阿
僧
祇
劫
と
十
万
劫
、
長
く
は
十
六
阿
僧
祇
劫
と
十
万
劫

で
あ
る
と
い
う

(
N
v
b
g
s
ミ
与
と
ミ
み
門
間
口
・

H

-

H

】
・
当
)
。
な
お

辞
支
仏
の
場
合
は
二
阿
僧
祇
劫
と
十
万
劫
(
目
立
仏
・
下
旬
。
)
、
釈

尊
の
両
大
弟
子
の
場
合
は
一
阿
僧
祇
劫
と
十
万
劫
、
八
十
人
の
大

声
問
、
仏
の
父
母
、
仏
の
侍
者
、
息
子
の
場
合
は
十
万
劫
で
あ
る

と
い
う

(
F
E・
H
Y
臼
)
。
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お

南
伝
で
は
、
そ
の
願
の
期
聞
が
仏
の
場
合
が
最
も
長
く
、
大
声

聞
や
仏
の
侍
者
の
そ
れ
は
最
も
短
か
い
。
そ
の
期
間
が
短
い
の
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
到
達
で
き
る
境
地
が
低
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
阿
羅
漢
も
さ
ら
に
後
に
時
を
経
て
、
行
を
積
ん
で
仏
に

な
る
、
と
い
う
思
想
を
ブ
ッ
ダ
・
ゴ

1
サ
は
示
し
て
い
る
。
燃
燈

仏
の
も
と
で
賢
者
ス
メ

1
ダ
〈
釈
尊
前
生
)
は
出
家
し
て
阿
羅
漢
の

境
地
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う

(
F
E・
℃
・
邑
)
0

〈
こ
れ
は

阿
羅
漢
は
仏
に
な
ら
な
い
、

と
い
う
『
維
摩
経
』
等
と
は
異
な
る
説
で
あ

る)。



(
2

一
v

以
上
、
釈
尊
の
前
生
に
お
け
る
修
行
の
期
間
、
出
会
っ
た
諸
仏

の
数
に
関
し
て
、
南
北
の
伝
に
相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

南
伝
も
北
伝
も
阿
僧
紙
劫
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
三
と
す
る

(
北
伝
)
か
、
四
と
す
る
ハ
南
伝
〉
か
に
相
違
が
あ
る
。
そ
の
上
、

北
伝
は
百
劫
、
南
伝
は
十
万
劫
を
加
え
る
。
後
者
は
百
劫
を
十
万

に
増
し
た
(
千
を
掛
け
た
〉
よ
う
に
見
え
る
。
南
伝
は
釈
尊
の
九
劫

超
越
の
物
語
を
知
ら
な
い
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
採
用
し
な
い
。

南
伝
で
は
仏
の
願
の
期
聞
が
、
声
聞
や
辞
支
仏
の
そ
れ
よ
り
も
長

(
3
)
 

い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
九
劫
超
越
と
は
あ
い
い
れ
な

い
考
え
か
も
し
れ
な
い
。

北
伝
は
最
初
の
仏
を
釈
尊
と
全
く
同
名
の
釈
迦
牟
尼
仏
と
す
る
。

し
か
も
こ
の
仏
は
そ
の
父
母
、
両
大
弟
子
(
舎
利
弗
、
日
連
)
、
侍

者
(
阿
難
)
も
、
全
く
釈
尊
の
そ
れ
に
等
し
い
。
そ
の
仏
に
逢
っ

た
広
儲
陶
師
は
そ
の
仏
に
供
養
し
て
、
そ
の
仏
と
全
く
同
じ
よ
う

に
な
る
よ
う
に
と
い
う
誓
願
を
発
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
恐
ら

く
は
現
在
の
仏
、
釈
尊
を
過
去
に
投
影
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
根
木
説
一
切
有
部
昆
奈
耶
薬
事
』
巻
十
こ
に
は
、
一
貧
女
が
燈

明
を
釈
尊
に
供
養
し
て
、
釈
迦
仏
と
同
じ
よ
う
に
な
ろ
う
と
、
誓

願
を
発
し
て
、
世
尊
に
よ
っ
て
成
仏
の
受
記
を
蒙
る
。
そ
の
授
記

の
内
容
を
見
る
と
、
全
く
同
じ
釈
尊
が
未
来
に
も
出
世
す
る
こ
と

僧
祇
劫
を
も
っ
て
自
ら
の
最
上
の
呆
を
受
け
る
が
、
最
上
乗
(
密

教
)
の
者
た
ち
は
、
僅
か
の
時
を
も
っ
て
無
住
処
浬
越
市
を
得
る
」

(
『
東
北
目
録
』

Z
D・
8
H
N
W
E・
8
旧
民
l
f

『
影
印
北
京
版
西
蔵
大

蔵
経
』
さ
]
・
∞
Y
2
0
・8
8
甘・

Han目l
ω
)

と
あ
り
、
仏
よ
り
声
聞
、
独
覚
が
得
果
の
た
め
に
多
く
の
期
間
を
必

要
と
す
る
こ
と
、
密
教
は
速
か
に
成
仏
を
得
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

磯
田
照
文
『
「
沼
口

ras--」
に
つ
い
て
』
(
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
二
三
巻
第
一
号
、
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
、
六
七
ペ
ー
ジ
〉
参
照
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
小
林
守
君
の
教
示
を
え
た
。

(

3

)

尤
も
『
倶
舎
論
』
巻
十
二
に
は
、
独
覚

(
I
貯
支
仏
)
を
部
行

と
麟
角
喰
と
に
分
け
、
『
麟
角
除
の
者
は
要
ら
ず
百
大
劫
に
菩
提
の

資
糧
を
修
し
て
、
然
る
後
ま
さ
に
麟
角
喰
独
覚
と
成
る
』
と
い
っ
て

い
る
o

仏
の
=
一
祇
百
劫
に
比
し
て
、
独
覚
の
修
行
の
期
間
を
短
く
見

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

(

4

)

さ
き
に
触
れ
た
王
統
史
と
諸
仏
の
系
列
と
は
全
く
関
連
が
な
い
。

し
か
し
先
の
王
統
史
は
世
界
の
発
生
か
ら
説
き
お
こ
し
て
お
り
、
こ

の
賢
劫
の
初
め
か
ら
の
出
来
事
で
あ
る
。
賢
劫
に
は
迦
留
村
陀
(
拘

婁
孫
駄
)
、
迦
耶
迦
牟
尼
(
拘
那
含
〉
、
迦
菜
お
よ
び
釈
尊
の
四
仏
が

出
世
さ
れ
た
と
い
う
。

を
予
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
釈
尊
を
未
来
に
も
投
影
し
た
の
で
あ

る
。
釈
尊
を
と
り
わ
け
重
視
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

南
伝
も
釈
尊
を
重
視
し
偉
大
な
存
在
と
見
る
こ
と
は
同
じ
で
あ

る
。
し
か
し
、
北
伝
は
南
伝
に
比
し
て
仏
名
を
多
く
考
え
、
仏
の

数
を
も
増
し
、
釈
尊
前
生
に
お
け
る
誓
願
の
物
語
を
多
く
伝
え
、

(
4
)
 

そ
れ
ら
を
三
阿
僧
祇
劫
と
九
十
一
劫
に
配
し
て
い
る
。
南
伝
は
劫

の
数
を
多
く
し
た
が
、
北
伝
に
比
し
て
、
構
想
力
、
想
像
力
に
乏

し
い
こ
と
が
、
釈
尊
の
前
生
に
関
す
る
物
語
に
つ
い
て
も
、
う
か

が
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

註
(

1

)

こ
れ
ら
の
備
に
示
さ
れ
る
情
景
が
、
西
域
ベ
ゼ
グ
リ
グ
の
洞
窟

寺
院
の
壁
画
に
描
か
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
シ
ル
グ
・
ロ
ー
ド

遺
跡
の
旅
|
|
ベ
ゼ
ク
リ
グ
、
敦
柏
田
、
柄
霊
寺
|
1
』
(
第
三
文
明

社
、
レ
グ
ル
ス
文
庫
、
昭
和
五
十
七
年
〉
、
『
西
域
の
仏
教
遺
跡
|
|

ベ
ゼ
ク
リ
ク
の
誓
願
画
i
i
i』
(
第
三
一
文
明
社
、
昭
和
五
十
八
年
発

行
予
定
〉
参
照
。

(

2

)

果
(
成
仏
等
〉
を
得
る
ま
で
の
期
聞
を
幾
何
と
す
る
か
、
他
に

も
異
説
が
あ
る
。
『
仏
本
行
集
経
』
巻
四
は
然
燈
仏
を
百
阿
僧
祇
劫

の
昔
と
す
る
。
ま
た
十
世
紀
末
l
i十
一
世
紀
前
半
の
ラ
ト
ナ
1
カ

ラ
シ
ャ

1
ン
テ
ィ
の
『
一
一
一
乗
建
立
』
に
は
、

「
中
観
派
は
広
大
を
欠
く
か
ら
三
阿
僧
祇
劫
を
も
っ
て
〔
仏
〕
来
に
入

り
、
稔
伽
行
者
の
者
も
同
様
で
あ
る
。
同
様
に
声
聞
も
独
覚
も
四
阿

74ー

賓
唱
の

『
衆
経
目
録
』

に
つ
い
て

藤

井

照

之

梁
代
に
作
ら
れ
た
賓
唱
(
生
没
年
不
詳
)
の
『
衆
経
目
録
』
四
巻

(
以
下
『
賓
唱
録
』
〉
は
惰
代
ま
で
は
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

①
 

が
、
其
の
後
失
わ
れ
て
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
其
の
概
要

に
つ
い
て
は
『
賓
唱
録
』
以
後
に
作
ら
れ
た
『
歴
代
三
賓
紀
』

(
『
長
一
居
駒
』
)
・
『
大
唐
内
典
録
』
(
『
内
典
静
)
・
『
開
一
語
伴
救
出
駒
』

⑤
 

・
『
貞
一
克
新
定
樟
教
目
録
』
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

「
見
ニ
賓
唱
録
こ
或
は
「
賓
唱
録
云
」
と
い
っ
た
形
で
頻
繁
に
引

⑥
 

用
さ
れ
て
い
る
。
此
の
『
賓
唱
録
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
目
録

そ
の
も
の
と
し
て
は
信
愚
性
に
乏
し
く
資
料
的
価
値
が
低
い
と
い

う
理
由
で
殆
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
目
録

と
し
て
の
評
価
は
別
と
し
て
、
其
の
成
立
と
背
景
を
探
る
こ
と
で
、

梁
代
仏
教
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
賓
唱
録
』
が
梁
代
仏
教
(
特
に
武
帝
を
中
心

と
す
る
知
識
人
の
仏
教
)
と
如
何
な
る
関
り
を
も
っ
て
成
立
し
た
の

か
、
ま
た
、
費
唱
の
撰
述
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
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